
日
野
町
消
防
団

嶋し
ま

村む
ら

昌ま
さ

宏ひ
ろ

氏
が
新
団
長
に
就
任

　

日
野
町
消
防
団
の
奥お

く

平だ
い
ら

英ひ
で

雄お

団
長
が
３
月

31
日
を
も
っ
て
退
団
さ
れ
、
４
月
１
日
か
ら

嶋
村
昌
宏
氏
が
前
副
団
長
か
ら
団
長
へ
就
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

奥
平
英
雄
前
団
長
は
、
令
和
３
年
４
月
か

ら
５
年
間
団
長
と
し
て
日
野
町
消
防
団
を
率

い
て
こ
ら
れ
、
平
成
３
年
４
月
の
入
団
以
来
、

35
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
日
野
町
消
防
団
員

と
し
て
、
地
域
の
安
心
安
全
の
た
め
、
防
火
・

防
災
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

後
任
の
嶋
村
昌
宏
新
団
長
は
、
平
成
７
年

４
月
に
入
団
さ
れ
、
第
２
分
団
分
団
長
な
ど

を
歴
任
後
、
令
和
３
年
か
ら
は
副
団
長
と
し

て
、
団
長
と
と
も
に
消
防
団
の
陣
頭
指
揮
を

取
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
堀
江
町
長
か
ら
任
命

辞
令
を
受
け
ら
れ
た
嶋
村
新
団
長
は
、
こ
れ

か
ら
も
地
域
の
安
心
安
全
の
た
め
、
鋭
意
邁

進
す
る
こ
と
を
決
意
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

令和８年度　日野町消防団組織編成表（敬称略）

団　長 嶋
しまむら

村　昌
まさひろ

宏
副団長 森

も り た

田　一
いっぺい

平

第１分団 第２分団 第３分団

分 団 長　桝
ます

　　孝
たかゆき

行 分 団 長　川
かわはら

原　孝
こういち

一 分 団 長　杉
すぎむら

村　正
まさあき

明
副分団長　竹

たけむら

村　宗
むねかず

和 副分団長　𠮷
よしざわ

沢　拓
た く ま

馬 副分団長　藤
ふじおか

岡　　功
いさお

副分団長　木
き だ

田　武
た け し

志
班 班長名 担当地区 班 班長名 担当地区 班 班長名 担当地区
１ 佐

さ じ

治誠
せい

一
いちろう

郎 日　野
１ 小

こみなみ

南　裕
ゆ う じ

司
東桜谷

１ 外
とのいけ

池　　豊
ゆたか

南比都佐
２ 奥

おくむら

村　　健
たけし ２ 市

い ち だ

田　　晃
あきら ２ 藤

ふじ

﨑
さき

　敦
あ つ し

史
３ 岡

おか

　　秀
ひ で や

哉
西大路

３ 小
こ も り

森　洋
ひ ろ き

輝 ３ 福
ふくなが

永　晃
あきひと

仁

必　佐
４ 栗

くりはら

原　直
な お と

人 ４ 山
や ま だ

田　浩
ひ ろ し

嗣 西桜谷
４ 三

み か み

上　智
さ と し

史
５ 市

いちおか

岡　寛
ひろゆき

行 ５ 柊
ひいらぎ

　　　修
おさむ ５ 山

やまうち

内　久
ひ さ や

弥
６ 岡

おかざき

﨑　利
としひろ

裕 鎌　掛 ６ 東
あずま

　　裕
ひろのぶ

伸

総務課　総務担当　☎0748-52-6500問

令
和
８
年
度 

日
野
町
消
防
団

入
退
団
・
昇
任
式
を
開
催

　

４
月
４
日
（
土
）、
日
野
消
防
署
で
、
令
和
８
年
度
日

野
町
消
防
団
入
退
団
・
昇
任
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
退
団

者
19
名
、
入
団
者
14
名
、
昇
任
者
８
名
の
辞
令
交
付
、
感

謝
状
授
与
等
が
厳
粛
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
入
団
員
を
代
表
し
、
井い

の

上う
え

和か
ず

也や

さ
ん
（
東
桜
谷
）
が

「
宣
誓
書
」
を
読
み
上
げ
ら
れ
、
消
防
業
務
の
遂
行
を
誓

わ
れ
ま
し
た
。

　

新
入
団
員
の
皆
さ
ん
は
、
入
退
団
式
終
了
後
、
日
野
消

防
署
で
基
礎
訓
練
お
よ
び
車
両
誘
導
訓
練
を
受
講
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
団
員
の
皆
さ
ん
は
昼
夜
を
問
わ
ず
発
生

す
る
火
災
や
各
種
災
害
か
ら
、
地
域
住
民
の
生
命
・
財
産

を
守
る
た
め
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
。

　

消
防
団
員
の
皆
さ
ん
の
日
ご
ろ
か
ら
の
消
防
団
活
動

が
、
地
域
の
防
災
力
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
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牛乳
成分無

調整

日野町エコライフ推進協議会事務局（交通環境政策課内）　☎0748-52-6578問

エ
コ
通
信

　ごみの減量化とリサイクルの推進を図るため、古紙やアルミ缶などをはじ
め、自転車や蛍光管、二次電池などの扱いの難しいものの拠点回収を実施し
ており、拠点の活動時間内であればいつでも持ちこむことができます。
　ご家庭で不要な資源が出た場合は、ぜひ拠点回収をご活用ください。

日野町役場
●回収対象
白色トレイ、紙パック（よく洗ったもの）
使用済み小型家電(28㎝×17.5㎝未満)
廃蛍光管(水銀体温計を含む)
自転車、使用済乾電池
コイン電池・ボタン電池(テープで覆ったもの)
小型充電式電池(端子部分をテープで覆ったもの)
廃プラスチック
※�二次電池(コイン電池、小型充電式電池)は、	
各地区公民館でも回収しています。

●回収日時
　月曜日～金曜日(祝日を除く)
　8：30 ～ 17：15 

●問い合わせ先
　交通環境政策課までお問い合わせください。

日野町ごみゼロ大作戦を
実施します！

資源回収促進事業補助金

と　　き　５月31日(日) 
　　　　　８時30分受付開始
集合場所　日野町役場正面玄関前

役場周辺などで清掃活動を行います。
詳細は後日、新聞折込チラシで案内します。
皆さまのご参加をお待ちしています。

　町では、リサイクルを目的と
して、古紙や古布などの集団回
収を行う町民団体に対して補助
金を交付しています。詳しくは
ホームページをご覧ください。
●対象団体
自治会、PTAや子ども会などの町民団体
●品目
新聞紙、雑誌、ダンボール、
紙パック、衣類、廃食油

わたむきの里エコドーム
●回収対象
古紙(新聞紙、段ボール、雑誌)、衣類
スチール缶、アルミ缶、ビン
ペットボトル(キャップも可)
廃食油、ＣＤ、ＤＶＤ
白色トレイ、紙パック（よく洗ったもの）
使用済み小型家電(28㎝×17.5㎝未満)
廃蛍光管(水銀体温計を含む)
自転車、使用済乾電池
コイン電池・ボタン電池(テープで覆ったもの)
小型充電式電池(端子部分をテープで覆ったもの)

●回収日時
　火曜日～日曜日(月曜日は休み)
　9：00 ～ 17：00 

●問い合わせ先
　日野町上野田805番地
　わたむきの里エコドーム　☎0748-53-1061

リサイクルに
取り組みませんか？

新たな資源に
生まれ変わります

わたむきの里福祉会
ホームページ

町ホームページ
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